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閣
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質
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五
六
第
九
四
号

平
成
十
五
年
六
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
金
融
機
関
等
に
投
入
さ
れ
た
公
的
資
金
の
損
失
額
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。

平
成
十
五
年
六
月
十
三
日
受
領

答

弁

第

九

四

号



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
金
融
機
関
等
に
投
入
さ
れ
た
公
的
資
金
の
損
失
額
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

「
こ
れ
ま
で
金
融
機
関
等
に
投
入
さ
れ
た
公
的
資
金
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
預
金
保
険

機
構
が
初
め
て
預
金
保
険
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
六
十
四
条
第
一
項
に
基
づ
く
資
金
援
助
を
実
施
し
た

平
成
四
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
ま
で
の
間
の
預
金
保
険
機
構
に
よ
る
資
金
援
助
等
の
業
務
に
係
る
金
額
は
、
別
表
第
一
の

と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
各
業
務
の
性
質
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
金
額
は
、
合
算
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と

考
え
る
。

二
に
つ
い
て

預
金
保
険
機
構
は
、
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
資
金
援
助
の
う
ち
金
銭
の
贈
与
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
、
預
金
保
険

法
附
則
第
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
交
付
さ
れ
た
国
債
の
償
還
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
金
額
は
十
兆
四
千
三
百

二
十
六
億
円
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
国
の
負
担
が
確
定
し
た
も
の
は
無
い
。

三
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
預
金
保
険
機
構
に
よ
る
資
金
援
助
等
の
業
務
に
係
る
金
額
の
う
ち
に
は
、
金
銭
の
贈
与
等
の

一



よ
う
に
そ
も
そ
も
評
価
に
な
じ
ま
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
預
金
保
険
機
構
に
よ
る
資
金
援
助
等
の
業
務
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
の
点
は
、
別
表
第
二
の
と

お
り
で
あ
る
。

二
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